
熊
本
地
震
們
大
災
害
に
お
け
る
医
療
と
医
育
們

教訓生かし支援体制の充実教訓生かし支援体制の充実をを
第
７
回
　
熊
本
県
医
療
人
育
成
総
合
会
議

講演３ 阿蘇地区の災害とＡＤＲＯ（阿蘇地区災害保健医療復興連絡会議）の活動

長
期
的
な
事
業
継
続
計
画
必
要

　
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
は
２
０

１
４
年
に
阿
蘇
市
黒
川
の
現
在

地
へ
新
築
移
転
し
て
い
ま
し

た
。
昨
今
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
自
然
災

害
な
ど
へ
の
対
応
を
ま
と
め
た

事
業
継
続
計
画
）
を
策
定
す
る

医
療
機
関
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
災
害
拠
点
病
院
で
あ
る
当

院
で
は
建
物
を
免
震
構
造
に
し

た
ほ
か
、
災
害
支
援
型
自
動
販

売
機
の
設
置
や
、
全
職
員
に
よ

る
広
域
防
災
訓
練
な
ど
の
対
策

常
電
源
が
回
復
し
た
４
月
　
日
１８

朝
か
ら
外
来
診
療
を
開
始
。
そ

の
前
日
か
ら
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
受
け

入
れ
、
一
日
最
大
　
隊
が
阿
蘇

３３

地
区
で
活
動
し
ま
し
た
。
そ
の

他
、
薬
剤
師
や
臨
床
検
査
技

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
効

果
も
あ
り
、
熊
本
地
震
で
は
建

物
に
損
傷
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

パ
ソ
コ
ン
類
も
無
傷
で
し
た
。

　
非
常
用
電
気
を
　
日
分
、
水

１０

と
食
料
を
３
日
分
確
保
し
、
通

師
、
看
護
師
な
ど
多
職
種
の
応

援
体
制
が
整
い
、
患
者
や
負
傷

者
の
診
療
に
当
た
り
ま
し
た
。

広
域
医
療
の
面
で
は
阿
蘇
地
区

災
害
保
健
医
療
復
興
連
絡
会
議

「
Ａ
Ｄ
Ｒ
Ｏ
（
ア
ド
ロ
）」
が
大

阿蘇医療センター院長
甲斐　豊氏

き
な
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

　
震
災
か
ら
８
カ
月
た
っ
た
現

在
も
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
の
救
急

車
の
受
け
入
れ
件
数
は
震
災
前

よ
り
多
く
、
外
来
数
と
入
院
数

に
つ
い
て
は
南
阿
蘇
・
高
森
地

域
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
地
震
で
基
幹
道
路
が
寸
断

さ
れ
て
い
る
影
響
と
思
わ
れ
ま

す
。
冬
季
は
道
路
が
凍
結
し
や

す
く
、
域
外
へ
の
救
急
搬
送
の

問
題
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
震

災
直
後
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
だ
け
で
な

く
、
長
期
的
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
も
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
不
特
定
多
数
の
人
が
集
ま
る
避
難
所

は
、
感
染
症
が
ま
ん
延
す
る
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
た
め
、
適
切
な
感
染
対
策
が

必
要
で
す
。
主
な
対
策
と
し
て
は
、
避

難
者
の
手
指
衛
生
の
徹
底
と
環
境
整

備
、
こ
の
２
点
に
尽
き
ま
す
。

　
そ
の
中
で
消
毒
薬
が
担
う
役
割
は
、

と
て
も
重
要
で
す
が
、
設
置
場
所
が
不

適
切
な
ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
、
水
が
使
え
な
い
状
況
下

で
の
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
有
効
利

用
や
塩
素
系
消
毒
薬
の
調
製
、 嘔
 
お
う

 吐
 物
と

処
理
セ
ッ
ト
な
ど
、
避
難
所
そ
れ
ぞ
れ

に
適
切
な
使
用
方
法
の
周
知
が
必
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

特
別
発
言

薬の適切な使用法周知を
避難所の衛生管理と消毒薬について

指定外避難所をサポート
災害時の医学部学生ボランティアの活動について

　
熊
本
大
学
医
学
部
生
が
中
心
と
な
っ

て
発
足
し
た
「
働
き
部
隊
」
の
一
員
と

し
て
、
指
定
外
避
難
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
携
わ
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
内
の
連
絡
手
段
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
を

使
い
、
本
震
２
日
後
に
は
約
２
０
０
人

規
模
の
グ
ル
ー
プ
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
は
、
指
定
外
避
難
所
を
探

す
、
避
難
所
に
物
資
を
届
け
る
、
運
営

困
難
な
避
難
所
の
支
援
な
ど
。
行
政
支

援
が
な
い
指
定
外
避
難
所
で
は
、
物
資

配
布
や
、
避
難
者
の
健
康
・
薬
の
管
理

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
医
学
部
生
の
専

門
性
を
発
揮
で
き
た
一
方
、
行
政
と
の

連
携
の
難
し
さ
も
実
感
し
ま
し
た
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
生
以

前
は
、
日
本
で
は
災
害
対
応
の
医

療
体
制
が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
を
教
訓
に
、
災
害
医
療

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
標

準
化
が
進
み
、
高
度
な
訓
練
を
受

け
て
組
織
さ
れ
た
の
が
、
災
害
医

療
支
援
チ
ー
ム
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
で

す
。
県
内
で
は
　
の
公
的
医
療
機

３９

関
と
日
赤
県
支
部
が
協
定
を
結

び
、
各
医
療
機
関
の
救
護
班
が
教

育
訓
練
を
受
け
、
い
わ
ば
地
域
版

の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
し
て
活
動
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

な
ど
多
く
の
災
害
救
護
班
が
被
災

地
に
入
り
ま
し
た
が
、
行
政
機
能

が
失
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
医
療
活

動
が
混
乱
し
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
宮
城
県
の
石
巻
医
療
圏
で

は
、
石
巻
赤
十
字
病
院
・
災
害
医

療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
石
井
正

氏
の
指
揮
で
効
率
的
な
活
動
を
展

開
。
以
降
、
医
療
圏
ご
と
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
べ
き
と

谷間のない医療活動が大切
の
国
の
指
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
で
は
、
発
生
後
す
ぐ

に
、
県
庁
内
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
調
整
本

部
を
、
熊
本
市
・
上
益
城
、
菊
池
、

阿
蘇
の
３
地
域
に
拠
点
本
部
を
置

い
て
活
動
を
開
始
。
１
週
間
た
っ

た
時
点
で
急
性
期
か
ら
中
長
期
へ

医
療
体
制
を
引
き
継
ぎ
、
県
医
療

救
護
調
整
本
部
の
下
、
各
地
域
の

保
健
所
を
中
心
と
し
た
活
動
に
シ

フ
ト
し
ま
し
た
。
作
業
を
引
き
継

ぐ
際
に
は
支
援
の
谷
間
を
つ
く
ら

な
い
こ
と
が
大
切
で
、
東
日
本
大

震
災
の
時
と
比
べ
る
と
ス
ム
ー
ズ

に
移
行
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
調
整
本
部
の
主
な
業
務
は
、
支

援
団
体
の
情
報
集
約
・
調
整
や
各

医
療
圏
の
本
部
設
置
運
営
支
援
、

医
療
救
護
班
の
登
録
・
派
遣
、
避

難
所
の
医
療
ニ
ー
ズ
把
握
・
整
理

な
ど
。
今
回
の
震
災
で
う
ま
く
運

営
で
き
た
の
は
、
県
内
で
３
年
前

に
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
登
録
し
、
研
修
会
ま
で
行
っ
て

い
た
た
め
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
は
、

県
内
の
人
材
に
よ
る
調
整
本
部
の

組
織
や
各
医
療
チ
ー
ム
の
よ
り
緻

密
な
指
揮
の
統
一
の
ほ
か
、
政
令

指
定
都
市
と
県
と
の
ス
ム
ー
ズ
な

調
整
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

県赤十字血液センター
所長

井　清司氏

約
２
０
０
人
が
聴
講
し
た
熊
本
県
医
療
人
育
成
総
合
会
議

 

＝
熊
本
市
中
央
区
本
荘
の
熊
本
大
学
医
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス

　
熊
本
の
よ
り
良
い
医
療
・
福
祉
の
実
現
と
、
そ
れ
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を

目
指
す
「
熊
本
県
医
療
人
育
成
総
合
会
議
」
が
　
日
、
熊
本
市
中
央
区
本
荘
の

１０

熊
本
大
学
医
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
医
療
従
事
者
や
学
生
を
中
心
に

約
２
０
０
人
が
参
加
。
７
回
目
の
今
回
は
「
熊
本
地
震
―
大
災
害
に
お
け
る
医

療
と
医
育
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
熊
本
地
震
の
経
験
を
踏
ま
え
た
災
害
時
医
療
の

取
り
組
み
や
課
題
、
将
来
像
に
つ
い
て
、
救
急
医
療
や
感
染
予
防
、
行
政
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
医
療
関
係
者
８
人
が
多
角
的
な
視
点
で
講
演
し
た
。
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
薬
剤
師
に
よ
る
特
別
発
言
も
あ
っ
た
。

阿
蘇
全
域
の
活
動
を
調
整
・
支
援

　
地
震
直
後
、　
の
「
Ｄ
Ｍ
Ａ

８９

Ｔ
」
チ
ー
ム
が
阿
蘇
医
療
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
医
療
救
護
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が

撤
収
し
た
亜
急
性
期
以
降
、
被

災
者
へ
の
適
切
な
支
援
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
組
織
を
つ
く

る
た
め
、
県
庁
で
４
月
　
日
、

１９

「
急
性
期
後
に
お
け
る
地
域
災

害
保
健
・
医
療
提
供
体
制
調
整

会
議
」を
開
き
、保
健
所
を
中
心

と
す
る
保
健
・
医
療
体
制
を
調

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
組
織
さ

れ
た
の
が
阿
蘇
地
区
災
害
保
健

医
療
復
興
連
絡
会
議
「
Ａ
Ｄ
Ｒ

Ｏ（
ア
ド
ロ
）」で
す
。
県
災
害

対
策
本
部
や
県
医
療
救
護
調
整

本
部
の
管
轄
の
下
、
阿
蘇
保
健

整
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
翌
　
日
、
阿
蘇
地
域
の
保
健

２０

・
医
療
関
係
者
と
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、

日
赤
、
自
衛
隊
が
集
ま
り
、
域

内
の
情
報
を
収
集
し
、
今
後
の

体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合

所
の
中
に
位
置
す
る
組
織
で
、

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
日
本
集
団
災
害
医

学
会
の
支
援
を
受
け
、
阿
蘇
管

内
の
保
健
医
療
機
関
や
県
内
外

の
支
援
チ
ー
ム
と
共
に
阿
蘇
全

域
の
支
援
に
当
た
り
ま
し
た
。

県阿蘇保健所所長
服部　希世子氏

　
活
動
内
容
は
、
医
療
救
護
活

動
や
感
染
症
対
策
、
エ
コ
ノ
ミ

ー
ク
ラ
ス
症
候
群
対
策
、
食
中

毒
予
防
対
策
、
熱
中
症
対
策
な

ど
。
事
務
局
で
は
、
医
療
支
援

チ
ー
ム
の
受
け
付
け
・
調
整
や

被
災
地
の
情
報
収
集
・
分
析
、

支
援
物
資
の
分
配
調
整
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
Ａ
Ｄ
Ｒ
Ｏ
は
５

月
　
日
ま
で
活
動
し
ま
し
た

２９
が
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
Ｏ
を
設
置
し
た
こ

と
で
指
揮
命
令
系
統
が
一
本
化

さ
れ
、
阿
蘇
管
内
で
一
体
と
な

っ
た
支
援
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

益
城
町
職
員
の
フ
ォ
ロ
ー
実
施

　
熊
大
病
院
地
域
医
療
支
援
セ

ン
タ
ー
は
県
か
ら
の
寄
付
金
で

運
営
さ
れ
て
お
り
、
県
医
療
政

策
課
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域

医
療
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
任
務
の
一
環
と
し

て
、
益
城
町
の
上
益
城
圏
域
災

害
医
療
調
整
本
部
に
、
大
学
と

県
医
師
会
を
通
じ
て
派
遣
さ

れ
、
活
動
し
ま
し
た
。

　
調
整
本
部
で
は
、
益
城
圏
域

で
活
動
す
る
全
国
か
ら
来
た
医

害
を
受
け
た
地
元
の
医
療
機
関

が
再
開
す
れ
ば
、
そ
の
役
目
を

終
え
ま
す
。
そ
こ
で
益
城
町
内

の
医
療
機
関
の
診
療
情
報
を
ま

と
め
た
ポ
ス
タ
ー
を
避
難
所
に

張
り
出
す
な
ど
の
広
報
活
動
を

療
救
護
チ
ー
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
は
じ
め
、
各
チ
ー
ム
へ
の

情
報
提
供
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、

避
難
所
で
の
衛
生
管
理
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
災
害
医
療
調
整
本
部
は
、
被

行
い
、
地
域
医
療
再
開
へ
の
橋

渡
し
も
し
ま
し
た
。

　
教
育
面
に
つ
い
て
は
、
震
災

を
貴
重
な
教
育
の
機
会
と
捉

え
、
医
学
生
の
地
域
医
療
特
別

実
習
を
益
城
町
と
南
阿
蘇
村
で

実
施
し
ま
し
た
。

　
益
城
町
職
員
へ
の
支
援
に
も

取
り
組
み
ま
し
た
。
職
員
は
自

身
が
被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
業

務
を
続
け
て
い
ま
す
。
全
職
員

へ
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
や
個

人
面
接
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

高
い
割
合
で
強
い
ス
ト
レ
ス
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
状
態
が
う
か

が
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
き
な
災
害
の
後
に
は
、
公

務
員
の
離
職
が
増
え
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
町
職

員
へ
支
援
を
続
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

被
災
医
療
機
関
の
支
援
検
討
を

　
東
熊
本
病
院
（
益
城
町
）
で

は
、
前
震
後
の
病
院
避
難
中
に

本
震
が
起
き
、
建
物
が
全
壊
し

ま
し
た
。
搬
送
予
定
だ
っ
た
熊

本
市
民
病
院
も
被
災
し
た
た

め
、
急
き
ょ
、 
東
 病
院（
熊
本

あ
ず
ま

市
南
区
）
に
移
送
し
ま
し
た
。

　
翌
日
、
上
益
城
郡
災
害
拠
点

病
院
（
山
都
町
）
に
連
絡
し
ま

し
た
が
、
距
離
が
離
れ
て
い
る

上
、
自
院
の
対
応
に
追
わ
れ
、

医
療
救
護
で
き
な
い
こ
と
が
判

療
調
整
本
部
で
は
、
医
療
救
護

班
な
ど
の
受
け
付
け
や
派
遣
、

各
機
関
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
医
療
支
援
の
役
割
と
し
て

は
、
避
難
所
の
環
境
影
響
評
価

明
。
ほ
か
の
医
療
機
関
も
被
災

し
た
た
め
、
益
城
町
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
は
ぴ
ね
す
」
を
拠

点
に
医
療
支
援
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が

活
動
し
た
上
益
城
圏
域
災
害
医

（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
や
巡
回
診

療
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候

群
な
ど
災
害
関
連
疾
病
の
啓
発

活
動
、
環
境
衛
生
確
保
・
感
染

症
予
防
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

想
定
し
て
い
た
役
割
の
中
で
欠

け
て
い
る
と
感
じ
た
の
が
「
被

災
医
療
機
関
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

・
支
援
」
で
す
。
震
災
を
通
じ
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
誰
も
取
り

組
ん
で
い
な
い
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。
益
城
町
の
　
医
療
機

１７

関
の
全
て
が
被
災
し
て
お
り
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
診
療
を
１
週

間
以
上
休
止
し
て
い
ま
し
た
。

　
も
し
最
初
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト

が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
例
え

ば
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
地
元
医
療
関

係
者
が
一
緒
に
被
災
地
支
援
に

回
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
熊
本
地
震
の
際
に
は
、
熊
本
赤

十
字
病
院
で
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
活
動

拠
点
本
部
長
を
務
め
ま
し
た
。
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
と
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
反
省
を
踏
ま
え
て
で
き
た
災

害
専
門
の
救
急
医
療
チ
ー
ム
。
そ

の
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に

構
築
さ
れ
た
の
が
、
広
域
災
害
・

救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
「
Ｅ
Ｍ

Ｉ
Ｓ
」
で
す
。
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
で
は
、

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
リ
ソ
ー
ス
）、
被
災
状

況
（
ニ
ー
ズ
）
な
ど
の
情
報
が
一

覧
で
き
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
発
生
当

日
か
ら
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
東
北
に
集
結

し
、
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
の
情
報
を
基
に
救

援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
初
動
は

成
功
し
ま
し
た
が
、
宮
城
県
内
の

病
院
で
は
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
導
入
率
が
低

く
、
石
巻
市
立
病
院
が
４
日
間
も

孤
立
。
そ
の
他
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
か
ら

地
域
医
療
へ
移
行
す
る
際
の
、
医

師
と
患
者
の
意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ

や
、
避
難
所
の
情
報
不
足
、
災
害

関
連
死
の
多
発
な
ど
課
題
が
残
っ

迅速・的確な情報伝達可能に
た
た
め
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
や
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ

の
在
り
方
も
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
の
前
震
後
、
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
で
は
ま
ず
、
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
を
徹
底

的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
東
熊

本
病
院
（
益
城
町
）
か
ら
の
「
救

援
が
必
要
な
患
者
　
人
・
ラ
イ
フ

４０

ラ
イ
ン
停
止
」
と
い
う
情
報
を
見

つ
け
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
派
遣
。
現
場

の
状
況
か
ら
全
員
避
難
を
決
断

し
、
病
院
管
理
者
の
許
可
を
得
て

患
者
を
搬
送
さ
せ
て
い
る
最
中

に
、
本
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
そ
の
翌
日
か
ら
は
病
院
避
難
の

ほ
か
、
避
難
所
の
調
査
や
被
災
地

域
の
病
院
を
支
援
し
ま
し
た
。
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
の
段
階
的
派
遣
を
実
施
し

た
こ
と
で
、
そ
の
他
の
救
護
班
と

の
引
き
継
ぎ
も
円
滑
で
し
た
。
ま

た
、
感
染
症
な
ど
を
防
ぐ
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
（
調
査
・
監
視
）
を
標

準
化
す
る
た
め
、
災
害
時
診
療
概

況
報
告
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ
―
Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｄ
」
を
一
部
の
避
難
所
で
導
入

し
ま
し
た
。
課
題
と
し
て
は
、
現

場
活
動
の
安
全
確
保
、
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ

の
さ
ら
な
る
周
知
・
共
有
化
、
避

難
所
情
報
の
入
手
方
法
の
確
立
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
早
急
に
対

策
を
講
じ
、
今
後
の
災
害
に
備
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
熊
本
地
震
で
は
多
く
の
家
屋
が

被
災
し
ま
し
た
。
避
難
者
は
最
も

多
い
時
で
　
万
人
以
上
、
避
難
所

１８

数
は
８
５
９
カ
所
に
達
し
た
こ
と

か
ら
、
避
難
所
で
の
衛
生
管
理
が

問
題
に
な
り
ま
し
た
。

　
熊
本
赤
十
字
病
院
医
療
班
か
ら

の
要
請
を
受
け
、
熊
大
病
院
の
感

染
管
理
認
定
看
護
師
が
、
日
赤
の

感
染
制
御
チ
ー
ム
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の

ス
タ
ッ
フ
と
益
城
町
の
避
難
所
を

巡
回
し
た
と
こ
ろ
、
感
染
病
予
防

に
組
織
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
熊
大
病
院
を
含
む
県

内
の
複
数
の
医
療
機
関
が
参
加
す

る「
県
感
染
管
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

で
取
り
組
む
こ
と
に
し
、
４
月
　２０

日
、
県
医
療
救
護
調
整
本
部
に
組

織
登
録
し
ま
し
た
。
当
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
窓
口
と
し
て
日
本
環
境
感

染
学
会
と
の
連
携
も
図
り
、
人
的

・
物
的
両
面
か
ら
支
援
を
受
け
ま

し
た
。

　
震
災
か
ら
約
１
週
間
が
過
ぎ
た

連携や、チームを組んで対応
こ
ろ
、
南
阿
蘇
村
で
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
の
集
団
感
染
が
発
生
。
地
震
直

後
で
交
通
網
が
寸
断
さ
れ
、
県
内

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
派
遣
す
る
こ
と
は
困

難
と
い
う
判
断
か
ら
、
自
衛
隊
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
依
頼
し
ま
し
た
。
益
城
町

で
は
、
日
本
医
師
会
災
害
医
療
チ

ー
ム
「
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
と
し
て
参
加

し
て
い
た
天
草
地
域
医
療
セ
ン
タ

ー
が
感
染
制
御
チ
ー
ム
を
派
遣
し

て
い
た
た
め
、
後
方
支
援
す
る
形

で
連
携
し
ま
し
た
。
熊
本
市
で

は
、
私
た
ち
県
感
染
管
理
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
主
体
に
感
染
制
御
チ
ー

ム
を
組
み
、
市
内
５
区
の
避
難
所

を
分
担
し
て
感
染
症
の
リ
ス
ク
を

減
ら
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
感
染
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

避
難
所
の
収
容
人
数
や
個
人
ス
ペ

ー
ス
の
確
認
、
上
下
水
道
・
清
掃
・

施
設
の
換
気
・
食
品
管
理
の
状
況
、

有
症
状
者
へ
の
対
応
・
個
室
確
保

な
ど
多
項
目
に
わ
た
り
ま
す
。
避

難
所
の
保
健
師
や
管
理
者
に
気
付

い
た
点
を
伝
え
、
環
境
改
善
に
つ

な
げ
ま
し
た
。

　
疾
病
予
防
チ
ー
ム
が
感
染
防
止

対
策
の
支
援
に
加
わ
る
こ
と
は
、

医
療
支
援
チ
ー
ム
に
と
っ
て
、
と

て
も
心
強
い
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
当
院
に
は
建
物
が
３
棟
あ
り
、

南
館
は
１
９
７
９
年
、
北
館
は
　８４

年
、
新
館
は
２
０
０
１
年
に
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
手
術
室
や
検
査

室
、
病
棟
が
あ
る
南
館
は
現
行
の

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、

建
て
替
え
の
計
画
も
あ
り
ま
し
た

が
、
建
築
費
高
騰
な
ど
の
諸
事
情

か
ら
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
見
直
し
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
前
震
後
は
天
井
崩
落
や
壁
の
亀

裂
が
起
き
た
ほ
か
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
が
停
止
。
た
だ
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
に
異
常
は
見
ら
れ
ず
、
入
院
患

者
の
受
傷
も
な
か
っ
た
た
め
、
診

療
継
続
可
能
と
判
断
し
て
救
急
患

者
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
本
震
ま

で
に
診
療
し
た
患
者
は
３
１
７

人
、
受
け
入
れ
た
救
急
車
は
　６０

台
、
入
院
は
　
人
で
し
た
。

３０

　
本
震
後
は
ガ
ス
と
水
道
が
使
用

不
能
に
。
電
気
は
自
家
発
電
に
切

り
替
わ
り
ま
し
た
が
、
１
時
間
後

に
復
旧
し
ま
し
た
。
幸
い
、
入
院

患
者
の
受
傷
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

診療支援や避難所でも活動
た
が
、
建
物
の
被
害
が
大
き
く
、

余
震
が
続
く
た
め
、
患
者
の
受
け

入
れ
を
中
止
し
、
入
院
患
者
に
は

避
難
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
全
３
１
０
人
の
う
ち
、
２

０
０
人
を
転
院
搬
送
し
、
１
１
０

人
は
退
院
と
な
り
ま
し
た
。

　
診
療
の
再
開
に
つ
い
て
は
４
月

　
日
か
ら
、
屋
外
テ
ン
ト
で
外
来

１８処
方
箋
の
発
行
を
始
め
、　
日
か

２８

ら
再
来
患
者
の
外
来
診
療
、　
日
２９

か
ら
夜
間
休
日
の
一
次
救
急
診
療

を
再
開
し
ま
し
た
。
５
月
　
日
か

１８

ら
は
新
規
患
者
の
外
来
診
療
も
再

開
し
て
い
ま
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、
転
院
先
を

中
心
と
し
た
医
療
機
関
へ
の
診
療

支
援
や
避
難
所
で
の
救
護
支
援
を

行
っ
た
ほ
か
、
市
役
所
か
ら
震
災

関
連
業
務
や
、
市
の
災
害
医
療
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
も
携
わ
り
ま
し

た
。
看
護
師
派
遣
は
、
熊
本
市
の

全
避
難
所
が
閉
鎖
さ
れ
た
９
月
　１５

日
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
診
療
停
止
と
い
う
異
常
事
態
に

直
面
し
ま
し
た
が
、
専
門
性
を
生

か
し
た
活
動
を
自
発
的
に
行
っ
た

り
、
市
役
所
の
要
請
に
応
え
た
り

す
る
こ
と
で
被
災
者
の
皆
さ
ん
に

貢
献
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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